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１．調査の種類１．調査の種類
（１）情報・データの種類

（２）社会調査の種類

アンケート調査
（１）調査対象

世帯世帯
企業
個人個人

（２）調査方法の種類

（３）調査地の選択

2（４）調査の規模



アンケート調査の過程アンケート調査の過程
テーマ設定
相手国機関との提携
調査方法の決定（標本調査か 悉皆調査か）調査方法の決定（標本調査か、悉皆調査か）
調査地の選択
質問票の作成質問票の作成
サンプル数・抽出方法の決定
サンプリング
備 査予備調査

フィールドワークの実施（調査員のトレーニング、家庭訪問）
質問票の回答チェック質問票の回答チェック
データ入力作業
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２．調査の実施例２．調査の実施例

2004-2008年度 科学研究費補助金基盤研究（A）（2） 「エジプト社会経済
関係基礎データの蓄積と学際的分析―世帯調査とGIS の接合を中心に」

（ 橋大学加藤博教授代表）（一橋大学加藤博教授代表）http://wakame.econ.hit-u.ac.jp/%7Eareastd/egypt/
2006年度ー2010年度 文科省・ニーズ対応型地域研究推進事業「アジア
のなかの中東」（一橋大学拠点）http://wakame.econ.hit-u.ac.jp/%7eareastd/

（１）エジプト都市・農村世帯調査

（２）アンマン（ヨルダン）世帯調査
（３）イエメン全国世帯調査

（４）エジプト繊維産業調査
（５）エジプト全国世論調査
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（５）エジプト全国世論調査



エジプト都市・農村世帯調査の例エジプト都市・農村世帯調査の例

(1) 一橋大学とエジプト中央統計局（CAPMAS)による合同調査
プロジェクトプロジェクト

(2) サンプル数：（農村）ランドムに抽出された各村落600世帯( ) サンプル数 （農村）ランド に抽出された各村落 世帯

(3) フィールドワーク: 都市（2003年ー2005年）、農村（2004-2005
年）

的 都市 村落構造を所得分 就業（農業と農外就業お(4) 目的：都市・村落構造を所得分配、就業（農業と農外就業お
よび労働移動）、農業経営、親族構造の観点から明らかに
する。
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（２）イエメン統計局との世帯調査（２）イエメン統計局との世帯調査

調査実施機関：イエメン統計局 (Central Statistical Organization 通称CSO)
調査テーマ 「地域的多様性と流通」

イ 社会経済状況を 都市 農村間 地域間 多様性を考慮 れ 世帯 就業イエメンの社会経済状況を、都市―農村間、地域間の多様性を考慮に入れ、世帯の就業
とその結果としての所得・消費、労働移動などの観点から明らかにする。

調査地とサンプル調査地とサンプル
合計2600世帯。

地方および都市・農村で代表的になるように、沿岸地方、北部山岳地方、南部山岳地方、
砂漠地方、ハドラマウト地方から抽出された。砂漠地方、 ドラ ウト地方から抽出された。

Urban Rural

Households Sample Area
(mintaqa)

Sample
Households Households Sample Area

(mintaqa) Sample Households

Al-Amana (Sana City) 247,668 40 800
Taaz 79,029 13 260 283,521 11 220
Hodeida 111,619 16 320 234,702 9 180
Hadramout 58,966 11 220 60,255 5 100
Shabwa 8,657 7 140 41,101 5 100
Amran 19 073 7 140 85 919 6 120

調査日程
2007年3月 イエメン統計局と契約締結

年 月 年 月 サナア世帯調査

Amran 19,073 7 140 85,919 6 120
Total 525,012 94 1,880 705,498 36 720
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2007年4月～2008年11月 サナア世帯調査
2009年1月～2010年3月 地方世帯調査



イエメン統計局との世帯調査イエメン統計局との世帯調査
（サナア世帯調査）（サナア世帯調査）

調査の対象と方法

調査は、サナア市に居住する世帯を対象に、質問票を用いた訪問面接により実
施された。

サンプル数は800世帯。このうち、有効回答は794世帯。

サンプル抽出サンプル抽出
層化二段階抽出方法により、2004年センサス・トラクトをベースに実施された。
サナア市の12の区（mdiriya）からそれぞれハイ(hay)、ハーラ(hara)のなかからサ
ンプル世帯が抽出され、サナア市全体だけでなく、区(mdiriya)レベルでも代表ンプル世帯が抽出され、サナア市全体だけでなく、区(mdiriya)レベルでも代表
性がある（表参照）。

調査日程調査日程
2007年3月 イエメン統計局と契約締結
2007年1月～2008年2月29日 調査準備（質問票作成、サンプル抽出、プレテスト、
質問票印刷等）質問票印刷等）

2008年3月1日～2008年3月16日 調査員トレーニングおよびフィールドワーク（調
査員20名）

2008年3月17日～2008年11月（見込み） 回答コーディング、データ入力
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2008年3月17日 2008年11月（見込み） 回答コ ディング、デ タ入力



（３）ヨルダン統計局との世帯調査（３）ヨルダン統計局との世帯調査

調査実施機関：ヨルダン統計局 (Department of Statistics 通称DoS)
調査テーマ 「ヨルダンの所得と就業」

都市社会アンマンの社会経済状況を アンマン住民の就業とその結果としての所得 消費都市社会アンマンの社会経済状況を、アンマン住民の就業とその結果としての所得・消費、
マイグレーションを中心に明らかにする。

サンプル数 アンマン県の1200世帯サンプル数 アンマン県の1200世帯
調査方法

2004年のセンサストラクトをベースに、二段階層化抽出方法により抽出された1200サンプ
ルに対して、個別訪問面接調査を実施する。

調査の独自性
2008年度に実施中の全国標本家計調査「世帯の所得と消費調査」と連携した調査を実施。
それによ て 調査サンプルをアンマンだけでなくヨルダン全体のなかに位置づけ比較それによって、調査サンプルをアンマンだけでなくヨルダン全体のなかに位置づけ比較
分析すること、また経費節約が可能になる。

調査日程（予定）調査日程（予定）
2007年3月 調査契約締結
2007年4月～2008年12月 質問票ドラフトの作成・サンプリング
2008年11～2009年1月 質問票の最終版作成
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年 年 月 質問票 最終版作成
2009年2月 調査員トレーニング・プレテスト
2009年3～4月 フィールドワーク
2009年5～8月 データ入力



アンマン世帯調査の質問票構成アンマン世帯調査の質問票構成アンマン世帯調査の質問票構成アンマン世帯調査の質問票構成

1 住宅
مسح 

رة الأ ميزانية 20091.住宅

2.世帯間の所得移転

3.借金

国内移動

1. البيانات التعريفية 

           الرقم المتسلسل للعنقود      

ميزانية الأسرة 2009
            مديرية المسوح الاسريةالمملكة الاردنية الھاشمية

 البيانات سرية بموجب قانون الاحصاءات
المؤقت رقم (8) لعام 2003

4.国内移動

5.態度

6.世帯主の親

............... رقم الاسرة في العنقود   111......................................   المحافظة   101

............................ رقم المبنى في البلوك   112.........................................   اللواء   102

......................... رقم المسكن  في المبنى   113.......................................   القضاء   103

...................................  اسم رب الاسرة   114.....................................التجمع السكاني   104

ريف105 / الكامل115حضر العنوان

7.世帯員

(1)基本属性

(2)賃金雇用（主職・副職)

ريف  105 / حضر العنوان الكامل  115.....................................  ....................................

  .............................................................................................. المنطقة  106

………………..….....(رقم الھاتف (إن وجد ..................................... الحي  107

......................... عام المسح116...............  رقم البلوك   108

رقم الفرد المالك أو المسؤول عن عقد الايجار117...............رقم العنقود   109
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(2)賃金雇用（主職・副職) 
(3)失業

(4)貯蓄（頼母子講）

عدد أفراد الأسرة118........................................  رقم الطبقة   110

   نتيجة الزيارة النھائية: 119
لم تستكمل 4المسكن مغلق3لا يوجد عضو مؤھل2تمت1
أخرى (حددي) ........................97المسكن خالي56

مراحل العمل

رفضت الأسرة

ق ال

(5)海外労働移動

(6)（国内）自営業

التاريخ الإسم
xxx

البــاحث: 

الرقم

المراقب: 

المــدقق: 

المـرمز: 

2009/        /

2009/        /

2009/        /

2009/        /
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2009/        / المدخلة: 

質問票表紙（予定）

注）所得と消費、貯蓄等に関する情報は、標本家
計調査「世帯の消費と所得調査」で網羅されてい
るので、本調査では省略される。



（４）エジプト繊維アパレル企業調査（４）エジプト繊維アパレル企業調査((予定）予定）

調査実施機関：エジプト中央統計局
調査対象：紡績・縫製業事業所

調査地とサンプル数
アレクサンドリア200、カイロ（ショブラ・ヒーマ）200、マハッラ・コブラ市200、合計アレクサンドリア200、カイ （ショブラ ヒ マ）200、マ ッラ ブラ市200、合計

600事業所

調査方法調査方法
事業主に対する個別訪問面接調査。

サンプリングサンプリング
2006年事業所センサスをベースに、紡績・縫製業の産業小分類、事業所規模の
比重にあわせて抽出する。

調査日程（予定）
2009年3月 質問票最終版の決定、プレテスト
2009年3～4月 調査員トレ ニング フィ ルドワ ク
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2009年3～4月 調査員トレーニング、フィールドワーク
2009年5～6月 データ入力



繊維企業調査の質問票構成繊維企業調査の質問票構成
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（５）（５）20082008年度エジプト世論調査年度エジプト世論調査

調査実施機関 The Egyptian Research & Training Center (通
称ERTC) http://www ertc egypt com/称ERTC) http://www.ertc-egypt.com/

調査の組織調査の組織

ニーズ対応型地域研究推進事業「アジアのなかの中東」
「中東における政治変動と政治的ステレオタイプの変化に関する
研究」 （代表：青山）による共同研究研究」 （代表：青山）による共同研究

調査の対象
調査は、18歳以上の男女を対象に、質問票を用いた訪問面接によ
り実施された。
サンプル数は成人1000人サンプル数は成人1000人。
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質問票の構成質問票の構成
母語と言語能力
在外経験（国名・滞在期間・目的）
国外生活・就労の希望（希望国名と目的）
政治関心度

  للبحوث والتدريبالمصرىمركز ال

質問票のタイトル
“Social Study on Perception of Citizens”

政治関心度
政治議論
マスメディアの利用頻度
中東政治に対する外国干渉への意識

 

 

 

中東政治に対する外国の貢献度
市民社会への参加度
地域社会参加
市民社会活動への参加度

 

  دراسة اجتماعية حول اتجاھات أفراد المجتمع 

 市民社会活動への参加度
組合・NGO等への参加
自由・権力に対する意識
共鳴する政治思想

挙参加 心度

لاستخدام الباحثين 

  ................... ..... ......... لتليفون: ا................................ :. عنوانه..........................  اسم المبحوث

 

選挙参加と関心度
支持政党
政府評価
主観的な階層意識

  .. . ........................ .........................  شياخة...................   مركز....................  قسم. ............  محافظة :

 

    ............................................................................................................... اسم القائم بالمقابلة

 主観的な階層意識
生活水準の変化に対する意識
生活満足度
社会的な事柄への意見

援 経済進 東政治

 وقت بداية إجراء  .................................................................  تاريخ المقابلة:

  ............................................................. المقابلة
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日本の文化・援助・経済進出・中東政治への関与に
対する意識

基本的属性（性、年齢、出身地、世帯規模、世帯主と
の関係、宗教、就業状況、世帯所得）

 الا لأغراض البحث العلمى فقطمهذه البيانات سرية للغاية ولا تستخد

 

 



地域研究と自然科学の共同調査・研究の事例地域研究と自然科学の共同調査・研究の事例

テーマ：エジプト農村のおける農業経営・灌漑慣行の
調査研究 西部砂漠オアシス村（ラシュダ村）の事例調査研究ー西部砂漠オアシス村（ラシュダ村）の事例
研究

鳥取乾燥地研究センタ 研究プロジェクト「エジプト灌鳥取乾燥地研究センター研究プロジェクト「エジプト灌
漑システムの学際的研究」（代表：加藤博教授）

調査と収集する情報・データ

（１）世帯調査（１）世帯調査

（２）GIS （デジタル地図の作成）

（３）現地調査・インフォーマントを通じた情報収集



１．受入れ機関（カウンターパート）が必１．受入れ機関（カウンターパート）が必
要要要要

１．調査許可の必要
外国人（内国人も）は勝手に調査できない。

統計局→内務省の許可
大学の学長・学部長、研究機関→教育省などの許可
日本政府関係（JICA等）→相手機関→相手機関の長の許可（→管轄省大臣、県知
事などの許可）事などの許可）

２．現地機関の協力なしに実施は困難

３．受入れ機関の種類
統計局：信頼関係を築くことができるかどうか
大学・研究機関：信頼でき 人肌脱いでくれる研究者がいるかどうか大学・研究機関：信頼でき、人肌脱いでくれる研究者がいるかどうか
民間シンクタンク：信頼でき質の良い調査をできるかどうか

４ 調査ができない国もある４．調査ができない国もある。
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２．予算の確保とやりくり２．予算の確保とやりくり

調査はお金がかかる。

１．文科省科研費

２．他の助成金

予算のやりくり予算のやりくり
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３．相手機関と調査費を決める３．相手機関と調査費を決める

調査費用の大部分は（調査員の）人件費
１ 調査のサンプル数が多くなるほど値段は高くなる１．調査のサンプル数が多くなるほど値段は高くなる

２．調査地が増えるほど、遠くになるほど高くなる（調査
員の移動コスト）員の移動コスト）

３．アンケートの分量が多くなるほど値段は高くなる

調査費用の相場
値段交渉値段交渉
契約を結ぶ
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４．共同研究の必要性４．共同研究の必要性

調査はお金がかかる

調査は時間と労力がかかる

●質問票の作成●質問票の作成

●現地調査でのモニタリング

●データクリーニング

18


